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１．都市施設の配置イメージ（案）
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※手荷物一時預かり機能
（クローク）含む

:動線上、整備の必要性が高い出入口
:利便性を高めるために必要な出入口

２F：総床面積
（633.2㎡）

１F：高架下の総床面積
（642.6㎡）

１F：町整備の総床面積
（677.4㎡）

※駅の内部レイアウトは概略検討状況であり、今後関係者と協議調整していく予定

※積雪期以外で利用することを想定

※２Fにもトイレ機能の配置を検討 鉄道施設のギャラリー展示
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参考資料：鉄道の歴史を伝えるギャラリーの事例

ＪＲ苗穂駅
苗穂工場や鉄道技術館等を有する鉄道のまち苗穂にふさわしい駅とすべく、
苗穂駅の玄関口となる南・北昇降棟の壁に、鉄道レールを活用したスライス
レールを展示。スライスレールには、寄贈者の名前が刻印されている。

ラウンドハウス コミュニティ アーツ＆レクリエーションセンター（バンクーバー）
イエールタウンにある鉄道の操車場跡地を活用し、鉄道の歴史等を展示。
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参考資料：鉄道の歴史を伝えるギャラリーの事例

（出典：糸魚川ジオステーションHP）

北陸新幹線　糸魚川駅
えちごトキめき鉄道やJR大糸線・北陸新幹線の沿線、糸魚川駅をモデルに
した大型鉄道模型ジオラマを展示。実際に、HOゲージとNゲージの鉄道模
型を運転することが可能。

ＪＲ東北本線　仙台駅（構内）
JR仙台駅の在来線と新幹線の乗換通路に、「仙台駅の思い出」コーナーを
設置。歴代の優等列車のヘッドマークレプリカを展示。

（出典：鉄道旅のガイドHP）



２．転車台について

・できるだけ町有地を活用
・駅舎近くで乗降、待合可能
・憩いの場 → 既存公園も活用
・今後、JR敷地・施設について協議を進める必要がある

※西口レイアウトは仮配置

JR敷地
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（１）北海道新幹線倶知安駅周辺整備推進委員会くとさんパークあり方検討部会での検討について

◎上記部会において、転車台については下記の方向性が示された。
　　・「何らかの形で『残す』」 →撤去して終わり、とならないように整理する。
　　・「多数の意見としては、『現物保存に拘らず記録を残していく』」 →転車台を核として、鉄道の歴史をどう残していくか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　「精査して記録を残す」ことに加えて、現段階では移設保存の可能性も併記して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良いのではないか。
　　・「記録を残す際には、しっかりと調査をして残すこと」 →知識のある人は高齢化してきており、早めに話を聴くことが必要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しっかりと調査するのはもちろんのこと、町の人々が記憶を残していくことも大事。具体的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 取り組める活動を積み上げ、後世に残していく方法が大事である。 

（２）北海道新幹線倶知安駅周辺整備推進委員会での検討について

移設保存

所　管　部　署　、　関　係　各　所　と　連　携

・所管部署、関係各所、
　地域の方々との協働
・「駅周辺」まちづくり
　との連携
・羊蹄山をはじめと
　する景観との調和

・西口広場の検討

・東口広場の検討

転 車 台

・交通広場（北海道）
・交番設置（道警察）　　など

・導入施設（観光団体ほか）
・駅舎との連携（ＪＲ）　　など

・（仮）倶登山川通とのあり方
・公園とのあり方について
・レイアウト、一般駐車場等　　など

・文化財の価値
・「記憶」に残る残し方
・新幹線駅との連携

２．転車台について

・都市施設の検討

（３）検討イメージ

◎上記部会の方向性を基に、西口広場計画における転車台＝記録の保存を検討
　　・施設内外での鉄道の歴史の残し方
　　・撤去された転車台のあり方（譲渡等）

　　・西口広場の活用計画との整合性
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参考資料：自由通路を自転車で通過できる駅の事例

• JR苗穂駅自由通路は、JR苗穂駅新駅舎とともに平成30年11月17日より供用開始している。
• 自由通路により、苗穂駅新駅舎の北口駅前広場と南口駅前広場との往来が可能。

竣工年度 平成30年度

施設名称 苗穂駅自由通路

発注者 札幌市

所在地 札幌市中央区北3条東11丁目

施設概要 延床面積3,440㎡
延長130m、幅員6m

自由通路（内観）

自由通路（北口昇降棟） 内観

階段には自転車用スロープを整備

（１）ＪＲ苗穂駅の自由通路
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参考資料：自由通路を自転車で通過できる駅の事例

竣工年度 令和元年度

施設名称 白老駅自由通路

発注者 白老町

所在地 白老郡白老町末広町1丁目65

施設概要 延床面積200㎡、延長58m、幅員3m

（２）ＪＲ白老駅の自由通路

白老駅自由通路 イメージ図
（出典：白老町）

自由通路（内観）

自由通路内における禁止事項が記された看板

• 白老駅自由通路は、JR白老駅の北口と南口を結ぶ通路。


